
文書番号：MF1002TY並列処理並列処理並列処理並列処理におけるにおけるにおけるにおける解析速度向上解析速度向上解析速度向上解析速度向上にににに関関関関しししし（（（（３３３３DDDD流動解析流動解析流動解析流動解析））））1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめにAutodesk® Moldflow® Insightにおける3D要素を用いた反り解析では従来より解析時間短縮のための機能として、複数CPU（コア）を利用した並列化処理による解析が可能でした。しかしながら、AMI2010R2より本機能が拡張され、充填・保圧過程の解析（3Dのみ）においても並列化処理が適用可能になりました。本書では複数スレッドでの解析実施方法の説明及び解析時間に着目し当社で行ったベンチマークに関しご報告致します。2.2.2.2.設定設定設定設定以下に3D流動解析時において複数スレッドでの並列計算を行うための設定方法を示します。
①①①① ②②②②

単一スレッド ：並列化無し最大 ：並列化に利用可能な全物理プロセッサ（コア）を利用スレッド数の指定※ ：並列化に使用するスレッド数を指定

③③③③
④④④④⑤⑤⑤⑤

※指定されたスレッド数が利用可能な物理プロセッサ (コア) 数を超えた場合、解析では利用可能な全物理プロセッサを使用します。
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並列処理並列処理並列処理並列処理におけるにおけるにおけるにおける解析速度向上解析速度向上解析速度向上解析速度向上にににに関関関関しししし（（（（３３３３DDDD流動解析流動解析流動解析流動解析））））3.3.3.3. 解析速度解析速度解析速度解析速度ベンチマークベンチマークベンチマークベンチマーク当社環境において並列化機能を利用した場合における解析速度に関して調査を行いましたので、以下に結果を示します。
使用機器使用機器使用機器使用機器OS ：Windows XP X64 SP2CPU :Intel Core i7 940 2.93GHz(4core)Mem :12GB使用機器使用機器使用機器使用機器OS ：Windows XP X64 SP2CPU :Intel Xeon 5160 2.99GHz(2core)×2Mem :32GB

解析概要解析概要解析概要解析概要解析バージョン：AMI2010R2-SP2解析プロセス：Fill+Pack解析モデル：93万要素、17万節点

解析概要解析概要解析概要解析概要解析バージョン：AMI2010R2-SP2解析プロセス：Fill+Pack解析モデル：172万要素、35万節点 使用機器使用機器使用機器使用機器OS ：Windows XP X64 SP2CPU :Intel Core i7 940 2.93GHz(4core)Mem :12GB使用機器使用機器使用機器使用機器OS ：Windows XP X64 SP2CPU :Intel Xeon 5160 2.99GHz(2core)×2Mem :32GB
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39.0%減充填29.9%保圧47.3%

29.8%減充填30.3%保圧28.8% 39.8%減充填37.6%保圧43.2%

34.2%減充填27.0%保圧40.5% 48.1%減充填37.8%保圧57.1%

35.8%減充填33.0%保圧45.4% 46.3%減充填45.4%保圧47.7%
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文書番号：MF0904TY並列処理並列処理並列処理並列処理におけるにおけるにおけるにおける解析速度向上解析速度向上解析速度向上解析速度向上にににに関関関関しししし（（（（３３３３DDDD流動解析流動解析流動解析流動解析））））
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使用機器使用機器使用機器使用機器OS ：Windows XP X64 SP2CPU :Intel Core i7 940 2.93GHz(4core)Mem :12GB使用機器使用機器使用機器使用機器OS ：Windows XP X64 SP2CPU :Intel Xeon 5160 2.99GHz(2core)×2Mem :32GB
解析概要解析概要解析概要解析概要解析バージョン：AMI2010R2-SP2解析プロセス：Fill解析モデル：306万要素、53万節点
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4.4.4.4. まとめまとめまとめまとめ樹脂流動解析における、樹脂の充填過程ではフローフロント進展により、保圧・冷却過程では固化発達の影響などによって計算対象となる領域が随時変化するため、構造解析等に比較すると並列計算による時間短縮の効果は小さいと考えます。しかしながら、“4444スレッドスレッドスレッドスレッド”での解析は“並列化無並列化無並列化無並列化無しししし”の解析と比較し最大50%程度の解析時間短縮が見込め、解析に時間を要する3Dにおいては非常に有効な機能と考えます。解析時間に関しては、モデル形状や解析条件等によっても変化しますので参考にしかなりませんが、使用PCによっては300万要素から成るモデルでも、充填過程の解析が2時間強程度の時間で完了致します。よって、これまでは時間の問題から適用を諦めていたような大規模3Dモデルにおいても、JobManagerにおけるバッチ機能等を活用し効率的な解析実施する事で、ルーチンワークにおいても十分に適用可能になると考えます。※解析用として新規PC導入予定のお客様に関しましては、解析種別や目的等に応じてメモリやCPU、グラフィックカード等の選定に関してアドバイス差し上げております。詳しくは弊社CAEサポートセンター迄お問合せ願います。


